【光学機器製造業】
職種：検　査　　職務：部品測定・検査

【概要】

　部品測定・検査の仕事は、部品の１つ以上の特性値に対して、試験、検定、ゲージ合わせなどにより測定を行い、部品ごとの規定要求事項と比較して、適合しているかどうかを判定し、検査することをいう。

【仕事の内容】

　検査の仕事は、検査される対象によって、部品検査と製品検査に分かれる。また、検査の目的や工程によって、受入検査、購入検査、工程内検査、完成品検査（製品検査、最終検査）、出荷検査に分かれる。検査方法では、全数検査と抜き取り（サンプル）検査の２種類がある。

　部品検査の作業としては、まず、光学部品、金属・成形部品、電気部品など検査を行う部品ごとに測定機器を用意し、その調整及び精度検査を行って必要な設定を行う。次に、たとえば光学部品の場合であれば、レンズ形状、ピント、明るさ、屈折率、透過率等が要求性能を満たしているか否か計測器を用いて検査・判定を行う。最後に、統計的品質管理手法などを用いて、検査内容を整理し、検査結果の評価を行う。

（1） 【求められる経験・能力】

（2） 入職に際して、公的資格は特に必要とされない。中学や高校を卒業してすぐに入職する者が中心であるが、最近では中高年の未経験者が他職種から転職してくる場合もある。

（3） 技能検定（機械検査）の資格（特級、１級、２級）を取得することで技能が社内で認められて地位が向上することが多い。転職時にも、資格保有者は有利である。

（4） また、精密な装置を扱うため、操作時には注意力と正確性が特に必要である。

【関連する資格・検定等】

・技能検定〔厚生労働省　職業能力開発促進法〕

機械検査職種（特級）

機械検査職種（機械検査作業）（１級・２級）

　・非破壊検査技術者（１種・２種・３種）〔社団法人日本非破壊検査協会〕

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　　６０９　その他の計量計測機器・光学機械器具組立・修理の職業
